
  

公表：令和７年  １月 １０日  事業所名  時のひかり 

 
チェック項目 はい いいえ 工夫している点 

課題や改善すべき点を踏まえた改善

内容又は改善目標 

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切である 
5 5 

・狭いながらも工夫をしながら物をかえ

たり館内全体を活用している。 

・今後の増員にあたってはせまくなる。

かけはしの交流室を借りるなどしてい

く。 

・長期休みは混雑している。他のスペー

ス活用。 

・スペースがせまく、工夫はしている

が、適切とは言えない。 

・利用定員・スタッフが増えたこともあ

り、スペースが狭く感じることが増え

た。 

・利用人数や車いすの台数によっては非

常に狭い。 

・もう少し広さがあればとは思うもの

の、日常的には充分と思う。 

②  職員の配置数は適切である 11 0 

・それぞれの職種が協力し支援を行って

いる。 

・人員基準以上の配置を行っている。 

 

③  
事業所の設備等について、バリアフリ

ー化の配慮が適切になされている 
11 0 

・配慮はされているが通路に関して狭い

箇所がある。  

業

務

改

善 

④  

業務改善を進めるための PDCA サイク

ル（目標設定と振り返り）に、広く職

員が参画している 

11 0 

・朝礼、モニタリング会議、ケース会議

を定期的に実施している。 

・セクション面談 

 

⑤  

保護者等向け評価表を活用する等によ

りアンケート調査を実施して保護者等

の意向等を把握し、業務改善につなげ

ている 

10 0 

・常々保護者の意向を把握して情報共有

を行っている。 

 

⑥  
この自己評価の結果を、事業所の会報

やホームページ等で公開している 
9 0 

・事業所としての自己評価をホームペー

ジにて公表を行っている。 

 

⑦  
第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげている 
5 4 

 
・今後実施予定。 

⑧  
職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保している 
11 0 

・内部研修・外部研修への参加を行って

いる。 

・法人で委員会を実施したり、外部講師

を依頼したりしている。 

・今後はさらにもっと多く取り入れてい

きたい。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析

した上で、放課後等デイサービス計画

を作成している 

11 0 

・アセスメントの実施、月間モニタリン

グの実施、ケースカンファレンスを実施

して計画書を作成している。 

 

⑩  

子どもの適応行動の状況を把握するた

めに、標準化されたアセスメントツー

ルを使用している 

10 0 
・アセスメントシート２種類とニーズ整

理シートを用いて作成している。 

 

⑪  
活動プログラムの立案をチームで行っ

ている 
11 0 

・それぞれ協力し合いながらミーティン

グを開催して、検討後プログラム立案を

行っている。 

・持ち回りで行っている。 

 

⑫  
活動プログラムが固定化しないよう工

夫している 
10 1 

・スタッフ間で検討し、集団・個別とも

案を出し合って行っている。 

・季節や行事に合わせた取り組みや、ク

ッキングなども取り入れている。 

 

⑬  
平日、休日、長期休暇に応じて、課題

をきめ細やかに設定して支援している 
9 1 

・大まかには決めて取り組めている。 

・利用の季節、時期、時間に合わせて内

容を設定して実施している。 

・長期休みはお出かけを増やしたりよく

考えられていると思う。 

・長期休暇には外出やクッキング等を取

り入れている。 

・課題を一人一人細やかに設定するまで

取り組めるとよい。→方法について検討

していく。 

⑭  

子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宜組み合わせて放課後等デ

イサービス計画を作成している 

10 0 

・アセスメントの結果、個別支援計画案

の中で個別、集団とそれぞれにプログラ

ムを専門職、職員同士協働して実施でき

るよう作成している。 

 

放課後等デイサービス事業所における評価結果（公表） 



⑮  

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認している 

11 0 

・毎日朝礼又は終礼にて確認している。 

・朝礼時、一日の利用児、担当を確認し

て実施する予定の支援内容を確認してい

る。 

 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返り

を行い､気付いた点等を共有している 

9 1 

・終了後や朝礼時に必要事項を確認、振

り返りを実施。不在の職員にも確認でき

るようにノートを活用している。 

・毎日朝礼又は終礼にて確認している。 

・情報共有を朝礼時必ず行い、記録にも

残しもれのない様に務めている。 

・支援終了後ではないが翌日に行ってい

る。 

・行っているがみんなでの参加が難しい

時がある。 

・業務終了が異なるため翌日になること

がある。 

→ノート・業務日誌にて共有していく。 

⑰  

日々の支援に関して正しく記録をとる

ことを徹底し、支援の検証・改善につ

なげている 

11 0 

・ソフト（カイポケ）を活用して日々の

記録を徹底している。入力後はプリント

アウトを行いファイルにまとめていつで

も確認できるようにしている。 

 

 

⑱  

定期的にモニタリングを行い、放課後

等デイサービス計画の見直しの必要性

を判断している 

10 0 

・１か月に１回の月間モニタリング、６

か月に１回の計画書にもとづくモニタリ

ングを実施している。 

・スタッフ全員で実施している。 

・こまめに行い内容も行き届いている。 

 

⑲  
ガイドラインの総則の基本活動を複数

組み合わせて支援を行っている 
8 0 

・ガイドラインの理解と実現を踏まえ支

援を行っている。入職者には研修の中で

ガイドライン読み込みを行っている。 

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

⑳  

障がい児相談支援事業所のサービス担

当者会議にその子どもの状況に精通し

た最もふさわしい者が参画している 

10 0 

・基本的には管理者・児発管・担当者が

出席。必要に応じて看護師、保育士、理

学療法士などが出席している。 

・児発管・受持担当者が出席している。 

 

㉑ 

学校との情報共有（年間計画・行事予

定等の交換、子どもの下校時刻の確認

等）、連絡調整（送迎時の対応、トラ

ブル発生時の連絡）を適切に行ってい

る 

11 0 

・学校へお迎え時、担当者が情報共有を

行っている。また学校からの連絡につい

て保護者より書面で承諾を得て連絡帳や

書類を確認している。 

・送迎時に配布物などにて確認・調整し

ている。 

・学校、教諭とはもう少し連携が取れた

ら良いと思う部分もある。→情報共有の

仕方については引き続き改善していく。 

㉒ 

医療的ケアが必要な子どもを受け入れ

る場合は、子どもの主治医等と連絡体

制を整えている 
8 2 

・主治医より通所に必要な診療情報提供

書（嘱託医へ）、指示書をいただき支援・

連携体制を整えている。 

・下の階のみのりファミリークリニック

に診療情報提供書や報告書の提出を定期

的に行っている。 

 

㉓ 

就学前に利用していた保育所や幼稚

園、認定こども園、児童発達支援事業

所等との間で情報共有と相互理解に努

めている 

7 2 

・児童発達支援から放課後等デイサービ

スへの利用児に担当者会議や書面でのや

り取り、相談支援専門員を通してそれぞ

れ実施している。 

・支援会議等にて行っている。 

 

㉔ 

学校を卒業し、放課後等デイサービス

事業所から障がい福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内

容等の情報を提供する等している 
6 1  

・これまで事例はなかったが今年度卒業

する利用児さんがいる。円滑に移行でき

るよう準備を進めている。 

・まだ事例なし。 

・現在対象時はいないが必要時実施して

いく予定。 

㉕ 

児童発達支援センターや発達障がい者

支援センター等の専門機関と連携し、

助言や研修を受けている 

10 0 

・主催の研修会の参加、情報共有や連携

をとっている。 

・アーチル等の研修を受講している。 

・多く取り入れていけると良い。（研修や

助言） 

㉖ 

放課後児童クラブや児童館との交流

や、障がいのない子どもと活動する機

会がある 

4 4 

・児童クラブや児童館との交流はない

が、リハビリセンターや時のかけはしの

お年寄りとの交流は設けている。 

・放課後等デイサービスでは実施してい

ない。 

・隣の保育園と交流する機会は設けてい

る。 

・時間が短く工夫は必要だが、取り入れ

ていけると良い。 

・放デイの方では交流の機会がないた

め、今後長期休みを利用して交流の場を

作っていきたい。 

㉗ 
（地域自立支援）協議会等へ積極的に

参加している 5 3 
・実務者ネットワーク会議に参加してい

る。 
 



㉘ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っている 
10 0 

・送迎時等に情報共有している。 

・送迎時や連絡帳、必要時管理者からの

連絡を行い、報告、課題の整理、共通理

解を図っていく。 

 

㉙ 

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレント･トレ

ーニング等の支援を行っている 
6 4 

・家族支援の一つとして各専門職と面談

を行っている。家族支援プログラムにつ

いては準備中。 

・まずは職員が対応力を身に着けてい

く。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉚ 
運営規程、支援の内容、利用者負担等

について丁寧な説明を行っている 
10 0 

・契約時に説明している。 

・契約時、必要時に説明を実施してい

る。 

 

㉛ 

保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援

を行っている 

9 1 
・お話を傾聴して、必要に応じて様々な

方法や選択肢をお伝えしている。 

・助言と支援までは行えていない為、対

応力を身に着けていく。→機会を設ける

等検討していく。 

㉜ 

父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援している 
9 1 

・年２回保護者会を実施している。交流

の機会を設けたり、出席しやすいよう工

夫をしている。 

・保護者会を年２回開催している。 

・夏祭り等と保護者会を組み合わせたり

していて、とても良いと思う。 

・希望があればより多く取り入れたい。

→機会を設ける等検討していく。 

㉝ 

子どもや保護者からの苦情について、

対応の体制を整備するとともに、子ど

もや保護者に周知し、苦情があった場

合に迅速かつ適切に対応している 

10 0 

・直接、電話や送迎時、連絡帳、保護者

会の時に相談や申し入れを聞く機会を設

け、対応している。 

 

㉞ 

定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信している 

11 0 

・毎月の新聞発行、ホームページ更新、

面談、保護者会等にて行っている。 

・時のひかり新聞の毎月の発行、ホーム

ページの更新を行い、活動の様子、行事

予定、連絡等を行っている。 

・時のひかり新聞の内容はすべて入って

いてよくできていると思う。 

・お便りを出す時期については引き続き

検討していく。 

㉟ 個人情報に十分注意している  10 0 
・ファイルごとにまとめて鍵付きの書庫

に保管している。 

・ホームページ掲示の際は、保護者の同

意を得て写真を掲示している。 

㊱ 

障がいのある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をして

いる 

10 0 

・言葉やカードなどの視覚支援、ジェス

チャーなど「伝わる」方法で伝達するよ

う心掛けている。 

・絵カード等の活用含め配慮している。 

・継続していく。 

 

㊲ 
事業所の行事に地域住民を招待する等

地域に開かれた事業運営を図っている 
10 2 

・秋祭りの開催や夏祭り時の出店依頼な

ど行っている。 

・時のかけはしと共同で実施、今後地域

交流を図っていく予定。 

・時のかけはし入居者さんをイベントに

招待している。 

 

非

常

時

等

の

対

応 

㊳ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアルを策定

し、職員や保護者に周知している 10 0 

・マニュアルを策定し説明と周知、必要

時訓練を実施している。 

・確認する時期を決めて職員間で共有す

る場を設けられると良い。→年間行事等

調整しながら、時期については引き続き

検討していく。 

㊴ 

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行って

いる 

9 0 

・年２回実施している。 ・年１回では少ないと感じる為、数回取

り入れると良い。→年間行事等調整しな

がら、時期については引き続き検討して

いく。 

㊵ 

虐待を防止するため、職員の研修機

会を確保する等、適切な対応をして

いる 

11 0 

・年２回実施している。 

・年２回の委員会を必ず行い対応力向上

に努めている。 

 

㊶ 

どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、放課後等デ

イサービス計画に記載している 

9 0 
・身体拘束の例外３原則を踏まえて実施

する際の規定を定めている。 

 

㊷ 

食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がさ

れている 

10 0 
・指示書の確認を契約時に行い、保護者

への確認を行っている。 

 

㊸ 
ヒヤリハット事例集を作成して事業

所内で共有している 
11 0 

・ヒヤリハットが出た場合、報告書をも

とに検討し、ファイルにまとめている。 

・朝会で迅速に行われている。 

 



 


